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歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃�

より歯科医学および歯科医療�

の研鑽を通じて培った知識や�

技術をもって、人々の健康の�

回復と疾病の予防のために貢�

献するものである。 
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新年明けましておめでとうございます｡ 会員の皆様におかれまし

ては､ 新たな年を健やかにお迎えになられたこととお慶び申し上げ

ます｡ 昨年は８月の総選挙で､ 民主党を中心とした政権交代が成さ

れ､ 大きく日本が変わる節目の年となり､ 年末には22年度歯科診療

報酬の改定率が､ 2.09％アップと発表され､ 少しは歯科界にも明る

い話題となりました｡ しかしながら､ まだまだ先が見えない不安

定な情勢に変わりはありません｡ このような情勢だからこそ我々は､

歯科医療の本質が何であるのかをしっかりと見つめて､ 歯科医療の

役割を地道に果たして行き､ 県民､ 市民から本当に信頼されるように努めなければならないと思っ

ています｡ そういう意味でも､ 日歯大久保会長が主張される ｢生きる力を支える歯科医療｣､ そ

して我々の営みとしての歯科医療は､ それを支援することであるという考えは､ 我々が目指して

行く目標として素晴らしい考え方であると思い､ 積極的に推し進めていきたいと思います｡

本会も創立100年を過ぎ､ 歴史と伝統を持つ老舗組織として､ 県民､ 市民そして会員の為の事

業､ 活動を行っておりそのシステムも確りとしています､ しかし世の中の環境が激変している中

では､ たとえシステムそのものを､ 同じように運営しても同じ結果が出るとは限らない､ いや寧

ろ逆の結果になる可能性があると思います｡ そうならない為にも､ 組織のメインテナンスを常に

行わなければならないと思っています｡

本年は､ 熊本県歯科医師会21世紀プロジェクトワーキングチームを立ち上げ､ １年掛けて歯科

医師会､ 即ち自分たちが置かれている状況を正確に把握し､ 将来に向けてのビジョン､ 組織の在

り方､ 方向性を提言して頂き歯科医師会の再構築に繋げて行きたいと思っております｡ 大変な作

業に成りますが､ 既にワーキンググループの人選も終わりそれぞれの地区の会員の先生方にもお

入り頂き､ １月より始めることになっております｡ ｢成功した改革とは､ 自分たちの現在の姿を

見つめ直し､ その中で有効なものを取り出していき､ それが最大限の効果を上げるよう再構築し

ていく作業なのではないか｣､ ｢どんなに悪い事例とされていることでも､ それが始められたそも

そものきっかけは立派なものであった｣ という一文を見つけ､ この歴史と伝統のある歯科医師会

のシステムの中で､ 捨てるべきカードと残すべきカードを確りと吟味しながら､ 会員の皆様にお

諮りして行きたいと思います｡ 残された任期､ 役員一同全力をあげて参りますので宜しくご意見

と共に､ ご協力をお願い致します｡ 最後に､ 今年一年が先生方にとりまして良き年であることを

祈念申しあげまして､ 年頭のご挨拶といたします｡
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新年明けましておめでとうございます｡ 会員諸先生方におかれま
しては､ 平成22年度の新たな年を健やかにお迎えになられたことと
お慶び申し上げます｡
私が会長就任以来主張してきた ｢生きる力を支える歯科医療｣ と
いう言葉は､ 超高齢社会という現実の中で､ 様々な場において多く
の人々の共感を呼ぶものとなりました｡
人間が他の動物と異なる一点は､ 自らの人生をどのように送るの
か､ つまり価値ある人生を可能な限り自らのものとしたいという思
いのために､ 自らに与えられた命をどのように使うのかということ
であり､ そこに人間の生きる意味があるのだと私は思っています｡
そして､ われわれの営みとしての歯科医療は､ それを支援するこ
とであります｡
歯科医療のミッションは､ 人々の日々の生きる力を支えることだというわれわれの主張がどこ
まで深く広がるか｡ そこにわれわれの未来がかかっていると思いつづけてきました｡
われわれは今､ 大変に困難な状況の中にあります｡ それは､ 不況の結果として､ 失業者の増大
が無保険者を増加させる危険性があり､ さらに保険者の運営状況も苦しくなっていること｡ そし
て続いた医療費抑制策が医療提供者の困窮を招いていること｡ この三点を足せば､ 回答はたった
一つであります｡ それは､ わが国が世界に誇ってきたと言われていた国民皆保険制度の崩壊であ
ります｡
これは､ 人々が将来に対する希望を失い､ さらに生きがいとは何か､ 幸福とは何かという人生
の目標が立てられない時代を生きているということです｡
たとえ書生論のようだといわれようと､ 人々の生きる意味や意義を根本から問い直すような議
論が歯科から始まることを夢見て､ それが初夢のように消えていくものでなく､ 実現することに
全力を挙げていきたいと思います｡
昨年を振り返れば､ 新政権の誕生という､ 戦後の政治史に残る大きな出来事を経験した年でし
た｡ わが国の今後の方向性を示すという未来への政治の決断を､ 新政権がどのように示せるか､
国民が最も注目しているところであり､ また新年にあたっての明るい未来を期待するところでも
あると思います｡
特にわれわれ医療関係者にとっては､ 与党民主党の医療政策に大きな関心を寄せています｡ 予
算編成の結果を見なければ評価することは不可能ですが､ わが国の社会保障制度､ とりわけ国民
皆保険制度をより良きものとするためには､ 国民のみならず医療提供者にも明確に示す責務があ
り､ それこそが政権交代の意義であると思います｡
今後の歯科医療に関しては､ 民主党の政策が明確になったときに､ われわれの見解を示したい
と思っています｡ ただレセプトオンライン義務化に対しては､ 新政権の決断によって､ われわれ
の主張していた ｢手挙げ方式｣ に限りなく近い形で省令改正がなされたことに感謝しております｡
また仕分け作業に関しては､ 当初 ｢廃止｣ 項目であった８０２０推進特別事業費が､ 厚労省政務
官の適切な反論により 『見直し』 となったことも､ 本運動の各地での充実にさらなる力を与えて
いただいたと感謝しております｡
本号がお手元に届くときには､ 改定率も決定しているでしょうが､ 国民のための歯科医療の充
実とそれを支える歯科診療所経営の安定化を､ 全力をあげて､ 総力戦で､ 役員が心をひとつにし
て､ 新政権に求めてまいります｡
筆をおくにあたり､ 今年一年が先生方にとって良き年であることを祈念し､ また歯科医療の向
上のために先生方とともに､ その先頭に立って力を尽くすことをお約束し年頭のご挨拶といたし
ます｡
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12月22日 (火) 午後５時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長他全役員出席のもと議長
を浦田会長､ 議事録署名人を竹下､ 牛島理事として第10回理事会が開催された｡
開 会：中嶋副会長

今年は､ 就任早々､ 新型インフルエンザの
流行､ 或いは政権交代と本当に激動の年でし
たが､ それぞれの所管で的確に対応していた
だきありがとうございました｡ まだ年度途中
でございますので､ 引き続きどうぞ宜しくお
願い致します｡ さて､ 次期診療報酬改定につ
いて､ 与党の来年度予算の重点項目の中で､
医療環境が非常に壊滅的な状況にある中で､
診療報酬を引き上げるということが挙がって
います｡ その中で､ 歯科については ｢生活の
医療である歯科医療についても診療報酬の引
き上げが必要｣ と明記されています｡ これま
で歯科の診療報酬の引き上げに特化して言及
された例はなく､ これは非常に画期的なこと
だと言えます｡ 政府からはまだ次期診療報酬
改定率についての発表はなく､ 予断を許さな
い状況ではありますが､ 次期改定率は十分に
プラス改定が見込める状況だと思われます｡
これについては､ 勿論日歯も重点的に対応し
ていますので､ 後ほど日歯報告において､ 日
歯の診療報酬に対する考え方を披露したいと
思います｡ 会員のためのスムーズな会務運営
ができるよう､ 引き続きご協力をよろしくお
願い致します｡

報報 告告
総 務：第９回理事会､ 第17・18回常務理

事会､ 第２回日歯広報委員会､ 第
10・11回日歯理事会､ 第８回日歯
対外ＰＲ小委員会､ 第８回日歯対
内広報小委員会､ 第８回日歯ホー
ムページ企画小委員会､ 事業企画
サミット､ タウンミーティング
(熊本市・水俣芦北)､ 歯科医療に
関する懇談会､ 各郡市会長専務理
事会議､ 歯科医療安全管理特別事
業講演会

学 術：第３回県医療・保健・福祉連携学
会第５回企画実行委員会､ 有料講
演会､ 社会保険・医療対策・学術

合同委員会
社会保険：近県歯科医師会社会保険担当者会

議､ 社会保険・医療対策・学術合
同委員会､ 支払基金職員研修会

地域保健：笑顔ヘルCキャンペーン､ サンス
ターとの打合せ

厚生管理：厚生管理講演会
広 報： ｢熊歯会報｣ 12月号校正､ 新年号

編集
学校歯科：県PTA災害見舞金安全会判定審

査委員会､ 県健康教育推進学校表
彰審査会

医療対策：社会保険・医療対策・学術合同委
員会､ 医療対策書作成

センター・介護：県介護実習・普及センター
運営委員会並びに介護機器普及事
業運営協議会､ 介護者歯科実技研
修会

学 院：中島学園との懇談会､ 学院役職員
会､ 第２回学院運営審議会

国 保：国保理事会､ 組合地区国保運営協
議会役員研修会

以上､ 11月19日から12月17日までの総務､
各委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担
当各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 退会会員
片山 豊二 会員 (菊池郡市／一般会員)

平成21年11月19日ご逝去
清水 睦博 会員 (熊本市／一般会員)

浦田会長あいさつ
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平成21年11月30日付
松本 眞典 会員 (熊本市／一般会員)

平成21年11月30日付
２. 日歯報告
○民主党の来年度予算重点要望
歯科については､ 生活の医療である歯科医
療についても診療報酬の引き上げが必要と明
記されている｡
○民主党 ｢適切な医療費を考える議員連盟
(会長:桜井充参議院議員)｣
国民医療費と歯科医療費の推移について､
小学生のう蝕罹患率が90％を切った平成２年
頃から伸び率に大きな差が出てきている｡ 適
切な歯科医療費を考える場合､ 口腔の健康維
持と引き換えに歯科医療費の伸び率を鈍化さ
せている現状を踏まえる必要がある｡
○平成22年度歯科診療報酬改定に対する要望
○ (電子レセプト) 請求省令の改正
○平成21年度医療施設等設備費助成事業等の
実施
○平成21年度前半の診療報酬等確定状況
診療報酬確定金額の前年同月比は医科が
104.1％に対して､ 歯科は99.7％となっている｡
３. 後援名義使用依頼
○熊本禁煙推進フォーラム講演会／熊本禁煙
推進フォーラム代表
○第53回熊本有病者歯科医療研究会・講演会
○第12回熊本支部学術集会／日本医療マネジ
メント学会
○職場のメンタルヘルス研修会／ (社) 熊本
県精神保健福祉協会
４. 平成22年度九州各県厚生担当者会の開催
日
平成22年度九州各県厚生担当者会
担当：熊本県､ 開催日：平成22年10月２日
(土)
５. 熊本県保険医協会との懇談会
開催日：平成22年１月15日
６. 医療苦情に関する通知
23名の会員へ通知を発送している｡
７. 熊本県委託8020運動推進特別事業の運営
○県民公開講座…阿蘇郡市､ 八代
○医療連携研修会…菊池郡市､ 天草郡市
その他､ 歯科保健に関する県民行動指針普
及ガイドブックを作成する｡
８. 事業企画
○社会保険委員会 ｢各種届出事項説明会｣
開催日：平成22年１月23日 (土) 午後２時
９. 事業実施報告
○ ｢シニア倶楽部｣ …厚生・管理委員会
○ ｢新入会員研修会｣ ｢熊本県議会議員との
懇談会｣ …総務委員会

○ ｢笑顔ヘルCキャンペーン｣ …地域保健委
員会
○ ｢有料研修会｣ …学術委員会
10. １月行事予定
11. 各会計11月末現況
12. その他
○医療対策講演会
開催日：平成22年２月11日午後１時
場 所：県歯会館
講 師：木ノ元直樹弁護士
演 題： ｢インプラント関連の医事紛争に

ついて｣ ～窓口未収金にかかわる
問題～

協協 議議
１. 新入会員の承認 (承認)
小林 聡 (鹿本郡市／一般会員)
２. 平成22年度年間行事予定 (承認)
原案通り承認した｡
３. 九地連協議会の提出協議題 (承認)
提出協議題がある場合は､ 専務理事､ 或い
は事務局に申し出ることとした｡
４. 平成22年度各委員会の事業計画並びに予
算 (承認)
原案通り承認した｡
５. 平成21年度通常代議員会の次第・報告・
議事・協議 (案) (承認)
原案通り承認した｡
６. 平成21年度通常総会の次第・報告・議事・
協議 (案) (承認)
原案通り承認した｡
７. 本館火災保険の契約見直し (承認)
平成22年より､ 火災保険の保険料率が上が
ることに伴い､ 現在の契約内容を見直し､ ５
年長期一括契約とすることとした｡ なお､ 補
償金額は現状のままとし､ 保険会社の選定に
ついては､ 会長､ 会計担当常務理事に一任し､
保険料が最も割安な保険会社と契約すること
とした｡
８. 事業企画 (案) (承認)
○学術委員会､ 医療対策委員会
・学術・医療対策合同講演会 ｢インプラ
ントと総義歯臨床に必要な解剖学｣

○学術委員会
・学術講演会 ｢リライン材とリベース材
の正しい使い方と臨床効果｣

９. その他
○移動理事会 (渡辺専務理事)

監事講評：片山監事､ 遠山監事
閉 会：小島副会長

(広報 加藤 久雄)
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12月５日 (土) 午後３時より県歯会館２階

第１会議室において各郡市歯科医師会会長・

専務理事会議が開催された｡ 県歯の渡辺専務

理事より開会の辞が述べられ､ 座長を小島副

会長として会は進行された｡ 冒頭､ 浦田会長

は､ 挨拶で政府の事業仕分けで8020推進特別

事業が､ 弱干の見直しに留まり廃止にはなら

かったこと｡ オンライン化が､ 限りなく手挙

げ方式ということになり､ 事実上完全義務化

が事実上撤廃となり､ 電子媒体で行ってかま

わないということになったこと｡ レセプト対

象事業費196億円の助成は､ 今年度いっぱい

で､ ただしこの補助金を利用 (リース不可で

買取) してレセコンを導入するとオンライン

又はレセ電に対応しなくてはならないこと｡

特措法の今後について｡ 民主党のマニフェス

トでは診療報酬の引き上げが謳ってあるが､

それは勤務医を上げるということで､ 私たち

の診療報酬がどうなっていくかは様子をみる

必要があること｡ 混合歯列期において歯科疾

患管理料の算定上の注意点 (歯周組織検査の

算定の必要性) などを挙げられた｡ 次に報告

では１) 代議員会のあり方ならびに会務に関

―各郡市歯科医師会会長・専務理事会議―

代代議議員員会会ののあありり方方､､
会会務務ののささららななるる協協議議をを

するアンケート結果についてでは､ ①代議員

会のあり方に関するアンケート (代議員の皆

様に実施した) 集計結果が説明され､ 開催日

時では土曜日の午後３時､ 所要時間２時間､

の従来どおりが多く､ 会務・会計・監査・日

歯代議員会・ＫＤＭＵ報告は､ 簡潔にして時

間を減らす､ 議事に関しては従来どおりまた

は説明を簡潔に時間を減らす､ 協議に関して

は従来どおりや必要な部分には時間を増やす

などの意見が多かった｡ 事前質問では､ 質問

者以外の代議員も意見を述べる時間をつくる

との意見が多かった｡ ②代議員会のあり方に

関する意見・希望のまとめと対応策では､ 報

告､ 説明は簡潔に､ 協議に時間を費やす､ 発

言の機会を増やす､ 会計勉強会の開催検討､

事前検討会・質問会の開催検討､ 会員傍聴の

実施､ 代議員会通信の発信検討などがあった｡

③代議員会協議題に関するアンケートでは､

会計勉強会を開催することについて､ 定期的

な情報交換､ 意見交換の具体策として ｢代議

員会通信 (仮称)｣ を作成発信することが多

かった｡ 会務に関してのアンケートでは､ 県

歯科医師会入会金を無料化することについて､

さまざまな意見が出された
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入会金をゼロにすることは賛成６､ 反対11｡

入会金をゼロにして､ 均等割会費年１万円を

加えるとの意見が16ともっとも多かった｡

｢県歯科医師会21世紀プロジェクト・ワーキ

ンググループ (仮称)｣ については､ 設置し

て構わないが28で多いが詳細についてはさら

なる検討を重ねるとの意見が多かった｡ 各郡

市会長・専務理事会議の開催は､ 年２回がもっ

とも多かった｡ ２) 平成21年度通常代議員会・

総会の手続きスケジュール (案) が資料とし

て提出された｡ ３) 公益法人改革については､

円滑な新制度への移行のため､ 早期に検討に

着手することが望ましいと考えられる事項に

ついて参考資料が提出された｡ その中で郡市

歯科医師会の支部の取扱いについて､ 郡市を

支部にした場合制約が生じ､ 会計も同じで郡

市で会長も置けないとの説明があった｡ 次に

協議では１) 代議員会のあり方について①代

議員会の日時､ 所要時間､ 内容に関してでは､

秋山会長 (球磨郡) から２時から行う根拠は？

や久々山会長(天草郡市) から､ 遠方から来

られる代議員は３時からだと助かる､ 中村会

長 (宇土郡市) から報告を簡略化しもっとス

ピーディーに､ などの意見が出された｡ ３時

から開催すると５時の総会がずれこむ恐れが

あり､ 今後も検討することとなった｡ ②会計

研修会の開催については､ 代議員会での会計

報告が分かりずらいとのことで会計勉強会を

開催してはとの意見が出されたことに対して､

久々山会長より＝どういう形で行うのか､ 田

代会長 (阿蘇郡市) より＝県歯と郡市のお金

の運用は違うので必要ないのでは､ 原賀会長

(鹿本郡市) より＝アンケートで27名の希望

者がいるのだからやってみたら､ 中村会長よ

り＝代議員の中でわかる人が選ばれて行えば､

などの意見が出され､ ③会務・会計の内容に

ついての事前質問会・検討会 (仮称) の開催

と共にさらに検討していくことが確認された｡

２) 会務に関することでは①県歯科医師会入

会金の無料化について､ まず西野常務理事に

よりシュミレーションの説明があった｡ 清村

会長 (熊本市) より熊本市では入会者があっ

ても､ 亡くなったり途中退会により実質入会

者が増えていない実情が説明された｡ 中川専

務 (八代) より＝未入会者のデーターについ

て､ 久々山会長より＝入会促進のため限りな

く０に近づけるのは賛成だがスリム化を計る

ことが先､ 森口専務 (天草郡市) より＝他県

の資料は､ などの意見が出された｡ ② ｢県歯

科医師会21世紀プロジェクト・ワーキンググ

ループ (仮称)｣ については､ 原賀会長より＝

各郡市から１人は代表を､ 久々山会長より＝

郡市にこだわらず意見を述べられる人を､ 秋

山会長より＝各郡市会長・専務理事会議を名

を変えてワーキンググループにしては､ 田代

会長より＝若い会員がいいのでは､ などの意

見が出されたが､ 浦田会長より＝このグルー

プは､ 歯科医師会の今の現状や近い将来の予

測を全体的に考え､ ある程度の方向性を様々

な予測を入れ考えるもので基礎資料を作るた

め各郡市の会長・専務理事の兼任では無理が

ある旨の説明がなされ､ 詳細についてはさら

に検討することとなった｡

事前質問

冨永会長 (玉名郡市) 代診派遣制度の派遣期

間の制限

回答) 協力医のシステム体制が整えば､ 派遣

期間 (上限２ヶ月以内) 制限の見直し

も可｡

原賀会長 歯科医師国保の自家診療の取扱い

回答) 制限を撤廃すると給付額が上がり､ 保

険料の引き上げが懸念される｡

九州全県 (沖縄を除く) が､ 制限して

いる｡

以上で､ 各郡市会長・専務理事会議は閉会

となった｡ (広報 加藤 久雄)
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10月31日 (土)､ Ｈ21年度シニア倶楽部が

熊本ホテルキャッスルにおいて開催された｡

今年は､ 42名の先生方がシニア倶楽部に参加

され､ 懇親会の前に社会保険委員会による社

会保険研修会も合わせて行なわれた｡

研修会終了後､ 参加者の写真撮影があり､

その後､ 竹下理事の司会進行のもと､ 小島副

会長の開会の辞で懇親会が始まった｡ はじめ

に浦田会長より歯科医師会発展のために尽力

した先生方への感謝と､ ｢会務は現在５つの

使命をもって執行しております｡ タウンミー

ティングや会長への手紙などを通じてご意見

をお寄せください｡｣ との挨拶があった｡ 次

に渡辺専務理事より会務現況報告があった｡

その後､ シニア倶楽部を代表して堀川義治

会員 (熊本市) より ｢毎日元気で過ごす､ 自

分のしたいことができることを有り難く感じ

ております｡ 来年も皆さんとお会いできるの

が楽しみです｡｣ と挨拶があった｡ 続いて福

富義人会員 (玉名郡市) の乾杯の発声で宴が

始まった｡ しばしの歓談をはさんで寿賀会員

への記念品贈呈があった｡ 今回寿賀会員に該

当された先生方は右記の22名であった｡ 本日

出席の先生方の代表者に浦田会長より記念品

の贈呈があり､ 城井陽子会員が代表してお礼

の言葉を述べられた｡

和やかな雰囲気の中で美味しい料理に舌鼓

をうち､ あるいはアルコールを片手にしばし

歓談し､ 時間が流れた｡ その後､ 田中宏会員

(熊本市) の伸びやかな歌を始まりに数名の

会員が自慢の喉を披露した｡ 楽しい宴も時間

となり､ 前野副会長の万歳三唱､ 中嶋副会長

の閉会の辞で懇親会はお開きとなった｡

ご参加頂いたシニア倶楽部の先生方に感謝

すると共に､ 来年も多くの先生方のご参加を

お待ちしています｡

(厚生・管理 池嶋由希)

������������ ―シニア倶楽部―

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気にににににににににににににににににににににににに過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事にににににににににににににににににににににににに感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝����� ���
来年もお会いしましょう

寿賀 氏 名 郡市名 寿賀 氏 名 郡市名

古希

椿 幸雄 熊本市

傘寿

秋山 恭介 熊本市

蔵本千恵子 荒尾市 井手 一之 熊本市

井村 尚徳 阿蘇郡市 片岡 淳吉 熊本市

西山 洋一 下益城郡 吉井 洋一 熊本市

吉田 皓一 八 代 城井 陽子 玉名郡市

喜寿

緒方 史朗 熊本市 法 道昭 鹿本郡市

永田 博久 熊本市 鹿井 省文 菊池郡市

渡邊 格 熊本市 米寿 唐見 貞喜 人吉市

福富 義人 玉名郡市

卒寿

吉良 直衛 熊本市

澤田 宣彦 八 代 杉野 政敏 熊本市

竹田 豊子 人吉市 師井 淳吾 熊本市
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11月29日 (日) 県歯会館にて午前10時より

｢医院活性化と高齢者及び障がい者への対応｣

の演題で､ 厚生・管理講演会が開催された｡

初めに浦田会長より挨拶があり､ 日歯の現状

も含め､ 租税特別措置法､ レセプトオンライ

ン化についての今後の方向性についての話が

あった｡ 次に６件の歯科医院より発表があっ

た｡

ほりた歯科医院

院長 堀田浩史

堀田会員は､ 総合病院勤務等の豊富な経

験を生かし､ 統合失調症・中途障がい等の

精神科・身障者の患者を対象に全身管理の

もと訪問診療を行っている｡ １回で５､ ６

人の診療を計画し治療計画をスタッフに伝

え､ チェックリストをもとに準備をする｡

超音波スケーラーは必ず持参で､ キャスター

付の二段式ワゴンを準備｡ 使用するテーブ

ルはラッピングし､ 治療で出たごみ廃液は

持ち帰る｡ 時間の有効活用として最後の患

者の治療中に､ １人の歯科衛生士に片付け

をお願いする形をとっている｡

訪問先の施設や病院・自宅と連絡を取り

合い､ 当日の患者の状態に応じた対応をす

ることが大切であると述べられた｡�木歯科クリニック
院長 �木公康・歯科衛生士 安武ルミ

患者さんから喜んでもらえる歯科医院作

りのため医院の特徴を伝える事が大切とし､

｢医業と医学の調和｣ を打ちたて患者のニー

ズにあった治療を心がけている｡

訪問診療時準備する機器は､ 診療室にあ

るもので対応する｡ 外来診療では､ ソフト

面の強化を図り､ モニターによる全身状態

管理下での治療や来院不可能な患者の訪問

診療の導入を行っている｡ また､ 歯科衛生

士による口腔ケアの重要性を示し､ 器質的

ケアと機能的ケアをあげ､ 従来のケアより

誤嚥性肺炎が減少している｡ 最後に医院は､

診療スキル・診療環境・労働環境・院外活

動により活性化されるとした｡

口腔保健センター

非常勤歯科衛生士 山口八重子

在宅訪問における口腔ケアと口腔保健セ

ンターでの障がい者治療の実際について発

表があり､ 脳性麻痺のケースで診療時間は

厳守し､ 当日予定外の治療は行わないこと

を最重要とした｡ 患者のペースで治療を行

い､ 不随意運動が起きたら治まってから治

療を再開する｡ うがいの際は骨折予防のた

めひざを曲げて起立性低血圧に注意して起

こす｡ うがいができないなどで意志が伝わ

る方に給収ブラシの使用が有効｡ また､ 次

回の治療の事前学習を必ず行い慣れてもら

う｡ 抑制下での治療が必要とされる患者に

対しては､ 今後抑制下での治療は避け麻酔

科と連携して行うべきとの意見が出て検討

していくとした｡

山口氏は長く母子保健事業に従事､ 熊本

県看護協会の訪問看護士に対し口腔ケアの

������������ ―医院活性化と高齢者及び障がい者への対応―

他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院のののののののののののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららら学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ����� ���
本日発表の会員に謝辞
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指導を行い､ 在宅医療認定歯科衛生士とし

て活躍され､ 今後も動ける限り頑張りたい

と述べられた｡

伊東歯科口腔病院

院長 伊東隆利・歯科衛生士 中村加代子

歯科衛生士 中村昌代・看護士 木林夕紀

伊東隆利会員は､ 伊東歯科口腔病院の意

義について､ また､ 今後周りの先生方に十

二分に活用していただきたいと述べられた｡

高齢者への対応とし平成４年よりチームを

結成し､ 訪問診療に関しては歯科医師５名

歯科衛生士６名で対応し､ 訪問施設内の摂

食嚥下委員会への参加・施設のスタッフ向

けの研修会の開催などを行っている｡ 施設

へ歯科衛生士が月２回の介入をすることで

も誤嚥性肺炎が減少し､ 2009年では０人と

なっている｡

また､ 医療安全についてハインリッヒの

法則では１つの大きな医療事故の下には29

の中事故があり､ その下には300ものヒヤ

リ・ハットが存在することを忘れず､ ヒヤ

リ・ハットを自覚できる感性を持つ事とそ

れを多くの人と共有することが大切とした｡

防止策として整理・整頓・清掃・清潔・し

つけの徹底を挙げた｡ さらに歯科病院にお

ける入院患者の全身管理についての話があっ

た｡ 医療安全について再検証する良い機会

となった｡

阿蘇きずな歯科医院

院長 我那覇生純

診療所に来院できない患者を診たいとい

う思いから､ 障がい者・高齢者の訪問診療

のみを行う歯科医院を開設された｡ 訪問診

療用の車に必要な機器・医薬品などを整備

し､ いつでもどのような治療にも対応でき

るようにしている｡ 施設・病院・自宅など

をまわり､ １日20名前後の患者の往診を行っ

ている｡ ときには､ 山林で働く患者は現場

で診療をし､ 施設などでも診療台にとどま

らず廊下や食堂など患者さんが移動しなく

ても良いところで診ている｡ 訪問診療では

診察料も高くなるため､ 金額の相談がある

とのこと｡ 特に治療の相談の際には本人・

家族・介護者などと話ができるときは誰に

でも伝えておき文書を残している｡ 我那覇

会員は､ 患者のかかりつけ医と共同で診て

行きたいと考えられており患者への熱い思

いがこめられた言葉であった｡

竹下歯科医院

院長 竹下憲治

当医院では ｢当たり前のことを当たり前

にしましょう｣ を掲げ､ 患者の立場で考え

る姿勢を徹底させている｡ 患者が､ 電話で

の予約から来院されて帰られるまでの一連

の流れの中で､ スタッフが注意する点をミー

ティングで徹底している｡ 病院全体の評価

において､ 100－１＝０とし､ たった１人

の対応､ たった１度のミスで医院の評価は

下がると述べられた｡ 患者満足度の指標と

して､ 最低条件は患者を怒らせない事で､

必要条件として患者に不満を持たせないと

した｡ さらに患者に感動を与えられること

を目標に掲げた｡ 発表後､ 現在の歯科衛生

士人口について話があり､ スタッフの皆様

方にモチベーションを高めていただき､ 今

後も頑張ってほしいと述べられた｡

厚生・管理委員会の池嶋委員長より､ 発

表された会員の方々へのお礼と今後益々の

医院のご発展を祈願しますと謝辞があり､

閉会した｡

６医院とも患者の気持ちをしっかりつかみ

毎日の診療に当たられている様子が伺えた｡

今後もこのような講演会がさらに増え､ 歯

科医院全体の活性化に繋がれば患者の歯科

に対する考え方もさらに変化していくもの

と思われます｡ ぜひ､ さらに多くの会員､

スタッフの皆様方の参加を望みます｡

(厚生・管理 有働秀一)
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11月28日 (土) 午後２時30分より山口県歯

科医師会館にて､ 近県社保担当者会議が開催

された｡ 福田豊山口県歯副会長による開会の

辞の後､ 右田信行山口県歯会長､ 豊嶋健治香

川県歯会長ならびに本県の中嶋敬介副会長よ

り挨拶があった｡

出席者紹介の後､ 慣例により担当県である

小山茂幸山口県歯担当理事が座長に選出され､

会議が始まった｡ まず報告事項として､ 豊嶋

健治日歯社会保険委員会委員長から､ 現在､

民主党政権に変わり､ 日本歯科医師会も政権

与党との対応が十分出来ておらず､ 診療報酬

改定においても､ 不明確な状態であると中央

情勢報告が行われた｡

協議に移ると､ 各県の提出議題に対し､ 活

発な意見交換が行われた｡ 特に各県が共通し

て確認しておきたい項目は歯管に対する解釈

と､ 各県担当技官の指導内容であった｡ 各県

共通の傾向として､ 再指導の行われる数が増

えていているようである｡ また､ １枚あたり

のレセプトの平均点数は､ 各県共通に低下傾

向にあったが､ 平成20年度は若干持ち直して

いるようであった｡ 協議中､ 豊嶋委員長に対

しても､ 各県提出議題に関連した質問が多数

飛び交い､ 有意義な情報交換の場となった｡

本県社保委員会としても､ 今回の近県社保

担当者会議における他県の現状を踏まえ､ こ

れからの委員会活動に役立たせて行きたいと

思う｡

(社会保険 田中 文丸)

������������ ―近県社保担当者会議―

歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界のののののののののののののののののののののののの現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状とととととととととととととととととととととととと熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論論����� ��
再指導が増えている

※社会保険個別相談会の開催についてご案内

社会保険委員会では､ ｢保険点数算定上の不明点｣ ｢レセプトの減点理由がわからない｣ 等々､

先生方からの疑問にお答えするため､ 『社会保険個別相談会』 を開催しております｡

カルテの記載方法の他､ 各種交付文書の記載方法等どのようなことでも結構ですので､ ぜ

ひこの相談会をご活用ください｡ ご希望の方及び詳細については､ 県歯事務局担当あて電話

(TEL096-343-8020)､ 又はＦＡＸ(096-343-0623)で､ 開催前日までにはご連絡ください｡

なお､ 相談会は定期的 (原則として月に１回程度) に行っております｡

記

日 時：平成22年１月30日 (土) 午後６時～

場 所：熊本県歯科医師会館
(社会保険委員会)



熊歯会報Ｈ.22.１

13

12月13日(日) 午前10時より歯科衛

生士専門学院２階教室にて､ 歯科衛生

士の片山章子講師をお招きし ｢口元か

らはじめるビューティフルエイジング

～プロケアとホームケアの今､ そし

てこれから～｣ が開催された｡ 同講師

のセミナーは昨年も開催されたが､ 非

常に好評であったため要望にこたえる

形で本年も引き続き企画された｡ 定員

の20名に対し申し込みが殺到したため

調整を行い､ 最終的に33名の参加となっ

た｡

浦田会長の挨拶の後､ 講演は､ メインテナ

ンスで何が出来るのかという総論からはじまっ

た｡ 歯面清掃は､ 口腔内の不必要なものを排

泄することであり､ プラスしてサプリメント

やトリートメント剤で不足分を補う事で口腔

内を本来の姿にもどすことが可能であると話

された｡ そのためには老化のメカニズムと唾

液の役割を十分に理解し説明できるようになっ

ておく事が必要だと強調された｡

さらにこれを長期に継続して行う事で､ い

くつになっても“しっかり咀嚼し嚥下ができ

る”“人前で歯を見せて会話できる”など当

たり前の事が当たり前にできる状態の維持､

いわゆる口腔内のアンチエイジングが達成さ

れ､ その方の社会生活に大きく貢献できる可

能性を示唆された｡

続いて各論に移り､ 歯面清掃・歯の修復ケ

ア・口腔内外マッサージについて､ 使用する

機器や薬剤等について詳しく話をされた｡ 特

に長期にわたって繰り返し行う操作であるこ

とから､ 必要以上に歯面を刺激しないよう十

分に配慮するようにと注意がなされた｡ そし

て､ よりよい結果を得るために拡大して口腔

内を診ることの利点を紹介され､ 午前中の講

義は終了となった｡

昼食をはさんで午後からは実習室に移り３

～４人のグループに分かれ､ 実際に歯面清掃・

口腔内外マッサージの相互実習を行った｡ 受

講者は､ 全員がきびきびと積極的に手を動か

しながら生じた疑問を即座に講師へ投げかけ

るなど活発な質疑応答がなされた｡

最後に教室に戻り､ 唾液の生理や機能につ

いて詳しい講義がなされ､ 口臭の原因と治療

についても話があった｡

講義終了後も多数の質問者が講師のもとに

駆け寄り､ さらに数十分にわたり質問攻めと

なるなどプロフェッショナルケアー関連項目

への関心の高さが伺えた｡

時代は治療から予防へそしてさらにアンチ

エイジングへと流れ､ 何を拠り所とすればよ

いのかなかなか生きた情報が得られない現状

の中で､ 一つの方向性が示され､ 参加者にとっ

て大変有意義な時間となったものと思われる｡

(学術 堀川 正)

������������ ―口元からはじめるビューティフルエイジング―

時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代はははははははははははははははははははははははは､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､ 治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららら予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ�����
メインテナンスで何が出来るのか

相互実習
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““デデジジタタルルカカメメララとと
カカララーーママネネジジメメンントトににつついいてて””

今回は､ デジタル一眼レフカメラで撮った口腔内写真の色調の調整について発表します｡ 数年

前にデジタル一眼レフが普及したのに伴い､ それまで口腔内写真撮影に使用していたフィルム一

眼レフカメラから市販のデジタル一眼レフカメラに移行しました｡ 使い勝手が非常に良くなった

反面､ 色調がフィルムとは異なっており修正が必要でした｡ そこで口腔に近似した色調を安定し

て再現し規格性を高めること､ シェード採得の補助として歯牙の細部を写し撮ることを目的に試

行錯誤してきました｡ その結果得られたカメラやソフトウェアの設定を報告します｡

デジタルカメラ導入時の問題点は以下のようなものでした｡� 市販のデジタルカメラを購入時の設定で使用すると色が濃くなり過ぎる｡� 撮影したコマにより色調に微妙なずれが生じることがある｡� パソコンが違うと写真の色が変わってしまう｡
これらの原因はデジタルカメラやパソコンなどのハードウェアの問題とソフトウェアの設定の

問題とに分けられました｡ そして以下に各機材で設定する項目と方法を報告します｡

【カメラの設定について】� 写真の保存形式にはRAWとJPEGがありますが､ 必ずRAWかRAW+JPEGにします｡

RAWはカメラで得られた情報を全て記録したもので､ 後にパソコンで写真を補正・修正を

するのに向いています｡ これに対し一般的に使用されているJPEGはデータサイズを小さく

するために情報を間引かれており､ 後の微妙な修正には不向きです｡ ただRAWはデータサ

イズが大きく１千万画素クラスのカメラで15MB程になるので容量の大きい記憶媒体が必要

です｡�色空間 (カラースペース) はsRGBに設定します｡ 色空間にはsRGBとadobeRGBがあり､ 通

常の初期設定はsRGBになっています｡ 色空間はsRGBよりadobeRGBの方が表現できる色の

幅は広いのですが､ 写真を見るパソコンのモニターのほとんどがsRGB規格で作られていま

す｡

【パソコンのモニターの設定】� 同じ写真でもパソコンが変わると色が若干変化することがあります｡ これは規格などの工

業的な問題もあるためモニターの明るさや色の調節機能で修正する以外に有効な手がありま

せんでした｡ パソコンで色の管理を行うカラーマネージメントに対応しているのはアップル

社のマッキントッシュやウィンドウズの一部の機種しかありません｡ また経年変化によるモ

ニターの劣化などによっても色が変わってくるため､ モニターの発色の管理は現状では難し

いです｡

【ソフトウェアの設定】� ソフトウェアの種類

パソコンで使用するソフトウェアですが､ カメラに付属もしくは市販されている画像管理・

編集ソフトを使用します｡ 市販のソフトではアドビ社のライトルームが動作も軽くて大量の

画像を効率よく編集・処理するのに向いています｡ フォトショップ (エレメンツ) や付属ソ

フトでも同様のことができますが､ これらは１枚を丁寧に仕上げていくのに向いた製品です｡

今回はライトルームを使用した例を参考として発表しました｡

宇土郡市 立山 徹也 会員
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� ソフトで設定する項目

① 色温度､ ② 色かぶり補正､ ③ 露光量､ の３つを適切な値に設定することで肉眼に近
似した色調にすることができます｡ 自身のカメラシステムに合った設定を探し固定するこ

とで色調に規格性を持たせることができます｡ 以下に画像編集ソフトで調節する設定を紹

介します｡

① 色温度は､ パソコンのモニターに映し出した写真と実際の口腔内とを比較し､ 近似した
色温度の数値を基準値にします｡ 基準値は使うカメラシステムとモニターによって変化し

ます｡ 私のシステムはニコン製カメラとシグマ社製のマクロレンズとリングストロボ､ パ

ソコンがアップル社製のノート型マッキントッシュという構成です｡ 撮った写真と口腔内

を比べた結果4650K (ケルビン) 近辺が一番近かったためこの数字を基準にしています｡

一般的には5000K～5500K辺りになることが多いようです｡ このばらつきはモニターの発

色の傾向によるものと考えられます｡

② 色かぶり補正ですが､ これは周囲の光の影響をカメラがオートで判断して補正する機能
です｡ ソフトで数値として示されるので固定しています｡ このことにより色の微妙な変化

が少なくなりました｡

③ 露光量は最近のカメラはオート露出でも十分安定しています｡ 色温度と色かぶりを設定
して目立つようなら適宜修正をします｡ 色調が安定していれば明るさに多少のブレが合っ

てもあまり目立ちませんでした｡

最後にシェード採得の補助とする場合についてです｡ 今回試してみて分かったことは､ 歯牙の

色調の再現より内部構造を写し撮ることに向いているということでした｡ 複数のシェードガイド

と歯牙を撮影してもシェードの違いは肉眼のように明確に判別できませんでした｡ これはストロ

ボ光を消して自然光だけで撮影しても同じでした｡

シェードを採るときに同時に歯のマメロンや白帯なども重要になってきます｡ これらはコント

ラスターを使用して歯牙の背景を黒くすること､ ストロボを減光したりストロボの発光部の前に

トレーシングペーパーなどを置き光を拡散させて柔らかくすること､ 角度を変えてストロボ光の

反射面を変えることで写すことができました｡

今回はテーマを口腔内写真の色調に絞り発表しました｡ これが口腔内写真に規格性を持たせる一

助になればと考えています｡

追 記
その他の比較写真につい
てはモノクロの写真の掲載
では比較できないため､ カ
ラー写真を本会ホームペー
ジの会員ページに掲載して
おります｡

ラライイトトルルーームムのの画画面面
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��������
①�� �
②大正15年９月13日

③家族の健康

④政権交代

⑤景気後退 不況

⑥マイペースでゆっくり生��������
①�� ��
②大正15年８月27日

③無理せずにゆっくりゆっ

くり身体に気をつけて生

活します

④自民大敗､ 民主大勝

⑤特に無し

⑥ウォーキング (最近は思い通りにいかなく

なった)������������������
①�� ��
②昭和13年１月９日

③１日１日を元気に明るく

過ごしたい

④薬物犯罪

⑤気候温暖化

⑥無理をせず､ 身の丈にあった日々を送る事����������
①�� ��
②昭和13年２月13日

③健康第一､ 平々凡々楽し

い１日が過せる様に自分

のポジションを守って孫

の育成

④政権交代脱官僚政治がどこまでできるか

新型インフルエンザの流行

①氏名 (敬称略)

②生年月日

③今年の抱負

④昨年のニュース (出来事) の中で､ ど

んな事が印象に残りましたか

⑤いま関心があることをお聞かせくださ

い

⑥あなたの健康法を教えてください���������
①� � �
②大正３年９月13日

③主よ､ みもとにちかづか

④政権交代

⑤温故知新

⑥三Ｓ法 (咀嚼､ 粗食､ 少��������
①�� ��
②大正15年５月15日

③80才を過ぎると健康と平

和を願うばかりです

④政治の混乱・不況

⑤戦争と平和

⑥食事と睡眠

����������������������������������������
����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������
����������������������������������������

ん
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⑤医療制度改革

80才までの健康維持管理

⑥野菜中心にバランスのとれた食事

楽しい酒を飲むこと����
①�� ��
②昭和13年２月24日

③晴耕雨読

体重10Ｋ減

④政権交代

⑤歯科業界の行く末

⑥別になし�����������
①�� �
②昭和13年９月19日

③仕事を引退して２年が過

ぎましたが､ 今後は趣味

を広げてそして健康で過

したい

④・民主党が政権を握ったこと

・私自身のことですが内頚動脈狭窄症で手

術を受けたこと

もう少し遅れていれば脳梗塞､ あるいは

死に到ったかも知れませんでした｡

⑤民主党各閣僚の意見ばらばら､ それに加え

て社民党､ 国民新党との不協和音､ はたし

て鳩山内閣はいつまで持つか？

⑥健康には十分気をつけてやっておりました

が､ 上記のような病気が自分に起るとは夢

にも思いませんでした｡ やはり､ 体に異常

があれば早めの検診､ 治療が大事でしょう｡�������
①�� ��
②昭和13年10月12日

③猫のような心持ちで一年

過したいと思う｡

④政権交代 (歯科界の向上

の為多少の期待)｡

⑤きれいな絵を画くこと｡

⑥なるべく自然体で過す事｡���������
①�� ��
②昭和25年１月９日

③ほどほどに酒を飲み､ ほ

どほどにタバコも吸って

細く長ーく仕事が出来る

ように努める

④政権交代

⑤ゴルフのスコアと歯科の点数

⑥１. 朝の牛乳とヨーグルトと野菜ジュース

２. ストレスをためない�����������
①�� �
②昭和25年１月28日

③人生の１サイクルが終り､

２サイクル目にはいりま

すので､ 次のライフワー

クを見つけたいと思って

おります｡

④オバマ大統領の誕生で､ アメリカがいよい

よ新しい段階にはいってきたかなと思いま

した｡

⑤今年こそ自作のパソコンを作ってみたいと

思います｡

⑥ネガティブな考えや感情が出てきたとき､

できるだけ早くそれらの考えや感情を手放

すように努力すること｡

身体的には動と静のバランスをとるように

心掛けています｡����������
①�� ��
②昭和25年３月23日

③基本的なことを大事にし

て毎日を大切に過ごすと

ともに本をもっと読もう

と思っています

④政権交代ですが､ 名門育ちの首相の頼りな

さそうなイメージは変わりませんでした

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������
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⑤矯正のことや自作レセ電プログラムの点数

改正への対応について

⑥車を出来るだけ控えて､ 自転車に乗るよう

にしています�������������
①�� ��
②昭和25年５月11日

③ ｢還暦｣ を迎えましたの

で､ 何事にも初心に還っ

て謙虚に対処したいもの

です｡ その為には､ 健康

に留意し､ 毎日が有意義に過ごせればと思

います｡

④２つのコータイ (政権交代と景気後退)

⑤・子供の成長と恒例の家族旅行

・趣味の鉄道 (模型､ 旅行記そしてＳＬ人

吉などのＳＬ乗車)

⑥可及的に心身共にStress freeで過ごし､

家族仲良く愛犬との散歩を楽しみ､ おいし

いBeerを飲むこと｡����
①�� ��
②昭和25年６月３日

③健康第一

④政権交代

⑤いろいろ関心はあります

が､ 強いていうなら

ロト６当り

⑥慌てず､ 急がず､ ゆっくりサンポ��������
①�����
②昭和25年７月14日

③なにかチャレンジしたい｡

④自民党の大敗､ 民主党の

大勝

⑤日本が今後どうなってい

くのか､ そして歯科業界がどうなるのか｡

⑥散歩

�����������
①�� �
②昭和25年９月11日

③姿勢正しく､ スマートに！

④地方経済の疲弊

⑤ゴルフボールが真っすぐ

飛ぶ方法

⑥毎日のウォーキング������
①�� ��
②昭和25年９月14日

③坦々と生きていけたらい

④・ＷＢＣ優勝､ イチロー

の決勝打

・政権交代

・新型インフルエンザ

・鳩山親子の金銭感覚

・法人の天下り・無駄使い

⑤たくさんありすぎて何を書いていいかわか

りません

⑥怒らないようにしています�����
①�� ��
②昭和25年９月22日

③世界の平和､ 日本の平和､

ゴルフの上達

④タイガーウッズの無期限

のゴルフツアー欠場

民主党の政権交代と自民党の凋落

⑤今後の歯科診療報酬改定

石川遼君の今年の活躍

⑥休みの日ゴルフを楽しくすること｡ そのた

め毎日クラブを持って素振りをすること｡

����������������������������������������
����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

い
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����
①�� ��
②昭和25年10月９日

③昭和36年国民皆保険制度

施行以来､ 特に近年保険

診療で対応出来る有り難

さを実感して居ります｡

今年も保険治療で自分が満足出来る１年で

あればと思います｡

④55年体制の完全崩壊 政権交代

⑤長妻厚労大臣の頑張り (保険点数アップ)

⑥腹八分目 (海産物を主食)�������������
①�� ��
②昭和25年12月15日

③人生の後半に入っていく

これからどう生きるかど

う楽しむか生涯出来るも

のを探しもとめていきま

④政権交代 これほど大差がつくとは思いも

しなかった｡

政府も迷走 どういう国にしようとしてい

るのかビジョンがみえない｡

⑤医療業界が倒産していく世の中､ 日歯は業

界をどう守っていくのか｡

⑥食事は腹八分目適度の身体を動かし､ くよ

くよせず生きて行きたい｡�����������
①�� ��
②昭和37年１月10日

③長男が今春､ 筑波大体育

学科 (ラグビー) に入学

して､ 早稲田､ 慶応､ 明

治大といった名門のチー

ムとガチンコラグビーできるよう親として

全力を尽くしてサポートすること

④・母が胃ガンで72才で亡くなった事

・長男がラグビー国体 (少年部) の選手に

なった事

⑤・長男 (高３) が筑波大に合格できるかど

うか

・次男 (高２) が何になりたいのか

(何を目指しているのか)

⑥・週に３～４回５Km～７Kmのランニン

グ (１ヶ月でトータル100Km)

・極真空手修行 (初段)��������������
①�� ��
②昭和37年２月26日

③色々な事にチャレンジし

ていく！

④政権交代で民主党が第一

党に変わったこと

新型インフルエンザ流行

⑤民主党主導のもと､ どのように国が変化し

ていくのか､ また４月の保険点数改定では

どうなるのか｡

⑥ストレスを溜めない生活を送ること｡���������������
①�� ��
②昭和37年３月19日

③いろんなことに興味をも

ち､ 何事も前向きにとら

えて進んでいきたい｡

④この不況の中での政権交

⑤子供の教育 将来

⑥子供と一緒に､ トレッキングや山歩きに出

かけて趣味の写真をとり､ ストレスを発散

させること｡�����������
①�� �
②昭和37年５月５日

③不況に負けない基盤作り

と新しい分野へのチャレ

ンジ

④政権交代

⑤歯科の分野だけでなく､ グローバルな日本

人の地位向上によって子供達に夢を与える

こと｡

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

す｡
����������������������������������������

����������������������������������������
代｡
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⑥睡眠を十分にとる事｡

リフレッシュの為の海外研修｡������
①�� ��
②昭和37年５月18日

③地道に堅実に！

④政権交代､ リーマンショッ

⑤地球温暖化

⑥犬の散歩������������
①�����
②昭和37年７月２日

③ワーキングプアからの脱

④やっぱり下もタイガー・

ウッズ

⑤官民格差､ アームレスリ

ング､ アンチエイジング

⑥筋トレ､ ベンチプレス���������
①�� ��
②昭和37年８月９日

③健康で事故､ 特にケガが

ないように注意したい｡

④政権交代､ 事業仕分

⑤2011年､ 九州新幹線開通

により､ 熊本が元気に

レセプトオンライン化｡

⑥できるだけ車で移動しないで自転車にしよ

うとしていますが……

�����
①�� ��
②昭和37年９月４日

③日進月歩

④国内…政権交代

海外…マイケル・ジャク

ソンの死

⑤審美歯科関係の事

⑥特に何もしないこと�������
①�� ��
②昭和37年10月８日

③元気でさっそうとした風

格を備えたちょっとステ

キな紳士になる (無理か

な？)

④兄の子 (中１) の突然病死

⑤沖縄米軍基地

⑥笑顔ある生活をする事���������
①�� ��
②昭和37年12月18日

③多分 (？) 人生を折り返

している年齢ですがまだ

まだ自分に甘いので“自

分に負けない”

④良きにつけ悪しきにつけ政権交代です｡

⑤自分の趣味 (テニス､ バイク､ スノーボー

ド､ 旅行…)

⑥ストレスの無いコンスタントな日課を送る

こと｡ そのために､ 与えられた仕事は楽し

んですること､ 何でも笑い事にすること､

週２回のテニスと､ 週２回のジムでのトレー

ニング､ 深酒をしない､ 同じ量の食事､ 同

じ時間の就寝起床をなるべく出来るように

心がけています｡

����������������������������������������
����������������������������������������
����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������
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����������
①�� �
②昭和37年12月26日

③前向きに生きていく｡

ゴルフで常時100を切る｡

④政権交代

⑤診療報酬改定

地球温暖化

⑥ゴルフ・テニス・天竺��������
①�����
②昭和49年３月３日

③ムダ使いしない｡ 支出を

少なくする｡

④民主党が政権を奪取した

⑤民主党政権になってこれ

から歯科界がどのように変化するのか｡

⑥週に１～２回はスポーツジムに行って筋ト

レとランニングをしています｡ お酒は週に

２日までと決めています｡��
①�� ��
②昭和49年３月11日

③禁煙しようと思います｡

④・押尾学と酒井法子

・ノリピーが失踪したと

きはとりあえずそのへ

んを探しました｡

⑤2010南アフリカＷ杯

景気が悪く､ 元気のない今の世の中に夢と

希望を与えるよう､ 日本代表にはがんばっ

てほしいです｡

⑥今まであまり気にしてませんでしたが､ 最

近ちょっと気にしてます｡

今年は禁煙がんばります｡

������
①�� ��
②昭和49年５月21日

③巨人優勝

④巨人､ ヤンキースの優勝

⑤松井秀喜のエンゼルス移

⑥水泳�����������
①�� ��
②昭和49年８月11日

③今年は何事にも新しいこ

とにチャレンジしていき

たいと考えています｡

④やはり政権交代です｡

⑤これからの日本の動向 (歯科界も含めて)

についてです｡

⑥今まであまり健康については気にしてこな

かったのでこれからは､ 少しずつでも体を

うごかしたりしていこうと考えています｡�����
①�� ��
②昭和49年10月26日

③ダイエット

④ふとった

⑤ダイエット

⑥よく食べ､ よく寝る｡

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������

����������������������������������������
����������������������������������������

事｡
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神秘的な光
景に心洗わ
れて､ 高級
ホテルのモー
ニング｡ 日
ごろ食べな
い朝食も欲
張りすぎて
腹いっぱい｡
バスに乗り
込む観光組｡ 薩摩藩､ 西郷隆盛､ 島津斉彬｡
明治維新の光景を想像しながらの観光旅行｡
現代の日本と若者､ 思いを廻らせながらも缶
ビールは手放すことが出来ずに観光地でも千
鳥足｡ 噴火を繰り返す桜島を観ながら､ 日本
一長い足湯につかって日ごろ張りっぱなしの
糸をだらんだらんに緩ませながら､ 何もかも
忘れて､ 移動中の昼寝タイム｡
バスガイドさんに起こされて､ 行った先は
作り酒屋｡ 試飲の酒に舌鼓｡ 日頃とはちがう
顔を誰しも見せながら､ 楽しい２日間､ 緩ん
だ糸も見慣れた風景で徐々に日常に戻りなが

ら､ 解散となった｡
(渡邉 祐康)

―三師会親睦旅行 in 鹿児島―

11月14 (土)､ 15 (日)､ 一泊二日の行程で
医師会､ 薬剤師会､ 歯科医師会の鹿児島への
三師会合同親睦旅行が過去最高の参加者の中､
盛大に行われた｡ 菊池と菊陽の２ヵ所で各自
搭乗｡ 乗り込むや否や､ 缶ビールとつまみが
配給されると､ 鹿児島に着く頃には､ 日常を
忘れ､ 張りつめた糸をゆるませて気の置けな
い仲間と楽しい旅行モードに突入｡ 宿泊施設
は鹿児島市の夜景を一望出来る城山観光ホテ
ル｡ 大露天風呂に飛び込みたい気持ちを抑え
ながら､ 早々と山を降りて夜の鹿児島天文館､
郷土料理に舌鼓｡ ２次会は鹿大出身の先生が
リーダー力発揮｡ 何グループかに分かれ､ 各
リーダーが夜の繁華街をエスコート｡ お蔭様
でぼったくられることも無く､ 夜の街を満喫｡
12時までの名物展望露天風呂には入れるはず
も無く､ 千鳥足でそのままベッドに沈み込む｡
桜島の朝焼け観たさに重い頭を抱えながら､
心残りの展望露天風呂に力を振り絞る｡
朝焼けのうっすらシルエットの残る桜島｡ 驚
いたことにご年配の先生方｡ 昨日の天文館で
の千鳥足はどこへやら､ さわやかな顔と日ご
ろ鍛えた身体で桜島に向かって仁王立
ち｡ 先輩方のパワーに圧倒されながら､

��������熊歯会報 Ｈ.22.１

22

歯科医との
連携､ ②各
学校での健
診結果を活
かす取り組
み､ ③小・
中学校をま
とめた各学
校間の連携､
という３つ
のテーマを柱に研究成果を発表された｡
衛生士会､ 栄養士会の参加協力もあり､ 行
政を巻き込んだこのような取り組みには､ 歯
科医師会として積極的に関わっていくべきで
あろうと感じた一日であった｡ (城 敦哉)

―健康づくり大会―
11月21日 (土) 午後１時より､ 菊池市泗水
ホールにて健康づくり大会が開催された｡ こ
れは毎年この時期に､ 菊池市健康づくり推進
協議会が主催しているもので､ メインは市民
による健康づくり活動の発表と､ 東邦大学医
学部 有田秀穂教授による ｢脳からストレス
消すセロトニン生活｣ と題した講演であった｡
歯科医師会からは歯科健診､ 相談コーナー
に原賀会員と高橋会員が出務した｡ 子供の歯
列不正や歯周病に関する相談が約50件ほどあ
り､ 新型インフルエンザが流行し始めた時期
にもかかわらず多数の相談者が訪れた｡
また健康づくり活動発表には菊池市養護教
諭部会の教諭２名が登壇し､ ｢小・中学校に
おける歯と口の健康づくり｣ と題し､ ①学校

｢はい､ お口を開けて…｣

三師会親睦旅行

菊池������������



リアージが
終了｡ 同時
進行で放水
訓練や､ 重
機を使った
生き埋め者
の救助訓練
なども行わ
れ､ 最後に
最大の見せ
場である消
防防災ヘリ
｢ひばり｣
による屋上からの救出訓練が行われた｡
実際に２人の消防団員を屋上から15～20メー
トル上空でホバリングするヘリに吊り上げる
のだが､ 訓練とはいえハラハラする光景に､
無事救助が成功した瞬間には拍手喝采が沸き
おこった｡
最後に市長の訓示があり訓練は12時前に無
事終了､ 社会福祉協議会による炊き出しのカ
レーを食べてお開きとなったが､ 残された休
日 (時間) を有効に使うべくゴルフ場に直行

した先生も数名いたようであった｡
｢備えあれば憂い無し｣ というが､

訓練は所詮訓練､ 本番はあってほしく
ないと願うだけである｡ (田中 正)

―荒尾市防災訓練―

11月15日 (日) 午前８時30分､ 今年で３回
目の荒尾市防火訓練が消防署､ 警察署､ 医師
会､ 歯科医師会､ 消防団など関係13団体､ 総
勢150人余が参加して緑ヶ丘小学校で行われ
た｡
訓練は､ 有明海を震源とする直下型震度５
強の地震が発生し､ 建物の一部が倒壊､ けが
人が多数発生｡ また火災も発生し､ 建物屋上
には避難した人が救出を求めているという想
定のもと実施｡
午前９時救助要請の一報が現場から災害対
策本部に入り､ 出動要請を受けた各団体が現
場に到着､ 歯科医師会からは福嶋会長を始め
６名の会員が参加し､ 主に医師会と共同で救
護所 (トリアージ) の運営を行った｡
救護所には建物から次々と消防署員や消防
団により被災者が運び込まれ､ にわかに緊張
した雰囲気に包まれた｡
被災者役の有明高校看護科の生徒は傷の特
殊メイクを施し､ 泣き叫んだり苦しそうにう
ずくまったりと､ 迫真の演技で臨場感を盛り
上げ､ 中には緊張のあまり過換気を起こす生
徒などもいてさらに現場の混乱に拍車が掛かっ
た｡
重度の火傷など瀕死の重症を負った
赤タグの患者から順次救急車で病院に
運ばれ､ 30分ほど掛かって十数名のト
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緊張のトリアージ

荒尾

ガイモの揚
げ物など､
つまみ喰い
しながらの
食べ歩き観
光で､ 中華
街到着時に
はほぼ満腹
という状態
ながら本格
中華は別腹
ということ
で､ 眼前の
コース料理をビールで流し込んだ｡
午後２時頃､ ゴルフ､ 観光両組の面々は､
雲仙にてバスに再合流し､ 島原外港で家族や
従業員への土産物を手にした後､ 航路帰途に
つき午後４時頃三池港に到着後解散した｡
今回の会員旅行はほぼ３年ぶりの開催であっ
た｡ とある自己啓発書が ｢目的のない人生は
死に等しい｣ と唱えるような､ 合理至上主義
な､ 世知辛いような今の生活の中で､ ｢どこ
どこに何に乗って何をしにいく｣ ということ
が､ どうでも良いとも思えた至極の会員親善
旅行であった｡

(馬場 一英)

―会員旅行―
11月21日 (土) ～22日 (日) の二日間に渡
り荒尾市歯科医師会会員旅行が開催された｡
福嶋会長以下９名の参加者のもと､ 午後１時
30分三池港に集合し､ 高速船に乗り込み航路
にて島原外港を目指した｡ 島原到着後､ バス
で ｢がまだすドーム｣ に立ち寄り見学したの
ち､ 本日の宿である､ 雲仙温泉 ｢九州ホテル｣
に到着した｡ 参加者全員で温泉を堪能した後､
午後６時30分より宴会が開かれた｡ 福嶋会長
の ｢日頃の疲れを吹き飛ばしましょう！｣ の
乾杯の発声を皮切りに､ 地元の美味に舌鼓を
打ちながら､ 酒を酌み交わし湯処の夜を夜更
け迄楽しんだ｡
２日目は､ ゴルフをするグループと､ 観光
をするグループ､ ２組に分かれた｡ ゴルフ組
５名は ｢雲仙カントリークラブ｣ にて午前８
時プレイスタート｡ このゴルフ場は､ 日本で
二番目にできた､ 由緒あるコースであるそう
だ｡ あいにくの小雨模様であったが､ プレイ
中､ 山本会員のボールを２､ ３個持っていく
という､ 微笑ましい (？) ハプニングなども
あり､ 和やかな雰囲気のなか､ 初冬の高原の
自然と戯れた｡
観光組４名は､ ｢長崎中華街で昼食を食べ
る｣ バスツアーに出かけた｡ 途中､ 小浜温泉
で干物と魚煎餅､ 千々石展望台では特産のジャ

３年ぶりの開催

������������



―学術講演会―
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かりやすく丁寧に説明して頂いた｡ 講演の最

後に ｢8020の出発点は､ 小児期における咬合

誘導である｣ と述べられ､ 小児歯科治療の重

要性をあらためて認識させられた｡

講演会後は場所を移し､ 和やかな雰囲気の

中懇親会が行われた｡

(右山 裕則)

11月21日 (土) 午後３時

30分より県歯会館において

宇城三郡市合同学術講演会

が開催された｡ 今年度は､

講師に福岡歯科大学成長発

達歯学講座・成育小児歯科

学分野､ 本川 渉教授をお招きし ｢小児歯科

治療の問題点｣ という演題でご講演頂いた｡

本川教授が臨床を始められた約35年前はい

わゆるランパントカリエスの時代で､ 診療に

２年待ちの時代であり､ 昭和50年代より歯科

医師数の増加､ 小児歯科専門医の増加､ 母親

のデンタルＩＱの向上､ フッ素の応用などに

より､ う蝕は減少傾向をたどっているという

ことであった｡ 小児歯科における日常臨床に

おいて注意すべき事項を､ 基礎から応用まで

を､ 過去と現在の治療比較を交えながら､ わ

宇城

小児歯科治療の重要性を再認識

―救急救命講習会―

�����������
気症候群､

③局所麻酔

薬中毒､ の

場合の対処

法､ 使用す

る薬剤につ

いて具体的

に講義をし

ていただい

た｡

またフクダ電子のご協力により血管付きの

模型を用いた､ 救急時の血管確保の実習もあ

り､ 実践的な講習会になったと思う｡

普段遭遇する機会が少ないことだけに､

｢備えあれば憂いなし｣ の如く､ 万が一の時

に適切に対処できるように､ スタッフもとも

に定期的に研鑽を積んでいく必要があると感

じた｡ (城 敦哉)

11月25日 (水) 午後７時

30分より菊池郡市歯科医師

会館において､ 救急救命講習会が行われた｡

菊池北消防署より３名の救急救命士にきてい

ただき､ まず講義を受けた｡ その中で ｢救命

の連鎖｣ ということでお話しがあり､ ①早い

通報､ ②早い応急手当､ ③早い救急処置､ ④

早い医療処置､ を連携して行うことが重要で

あるとのことだった｡ その後､ 数班にわかれ

AEDの併用を含めたマネキンを用いた胸骨

圧迫の実習を行った｡ スタッフも多く参加し

ており､ 初めての実習で最初戸惑っているよ

うであったが､ 救急救命士の適切な指導によ

り徐々に慣れたようであった｡

実習後は今村友信会員による ｢救急時の薬

剤の選択とその使用法｣ の講義が昨年に引き

続き行われた｡ 今回は歯科治療時に遭遇する

可能性の高い､ ①神経原性ショック､ ②過換

血管確保の実習中

菊池



口臭治療を取り入れた予防歯科･審美歯科への発展モデル
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悲観的発想・主観にこだわる (頑固) ・繊細

など､ 共通した個性を持っている｡ 以上のこ

とを挙げられた｡

そして､ ほんだ式口臭治療ではこれらの患者

に対し､ まず徹底的な検査､ カウンセリング

を行い､ すべての症状に対して､ 原因療法

(原因疾患治療・セルフコントロール支援)､

不安感覚改善 (口腔内環境改善)､ 無臭化処

理 (ブレスコントロール) の３つの治療・処

置が､ 治療の３原則として同時に行われるこ

とが必要であると言われ､ それを実践されて

いる｡

口臭治療においては､ しっかりとした口臭

症に対する知識､ 治療方法を知らなければ､

私たち一般開業医にとっては､ 対応が非常に

困難なケースが多いと思われ､ 日常臨床にお

いて､ 患者の主訴を見抜く力､ コミュニケー

ション能力の大切さを改めて再認識させられ

た講演であった｡

講演は約３時間にわたり行われ､ 最後に､

小野市歯会学術担当理事より感謝状の贈呈が

行われ､ 講演会は終了した｡

(大塚 昭彦)

11月28日 (土) 午後２時

30分より､ 県歯会館３Ｆ市

会議室において､ 熊本市歯

科医師会主催の第１回学術

講演会が開催された｡ 講師

は､ 東大阪市で開業されている本田 俊一先

生で､ ｢口臭治療を取り入れた予防歯科･審美

歯科への発展モデル｣ という演題で講演して

いただいた｡ 熊本市歯科医師会､ 清村正弥会

長の開会の辞に続き､ 講演が始まった｡

従来の口臭治療は､ 歯周病などの歯科的病

変を原因とする病的口臭への対応が中心であっ

たが､ 実際に口臭治療を展開すると､ そのよ

うな病的口臭の患者は意外と少なく､ 客観的

認知の困難な患者が､ 主観的な口臭を気にす

る自己臭症や､ 誰にでも発生する生理的口臭

について悩んで来院するケースが多いとのこ

とである｡ その一方で､ 一般開業医における

口臭治療領域の展開が遅れていることも事実

である｡ そこで本田先生は､ 再現性のある治

療方法､ 治療プロトコール､ さらに開業医が

安心して行える医療連携モデルを構築されて

いる｡

まず､ 口臭外来患者の特徴についてだが､

①：80%以上の患者が自己臭症であり､ 一般

歯科的な問題を持っていない｡ (歯科治療の

必要性がない) ＝デンタルＩＱが非常に高い｡

②：耳鼻科との境界領域に対する不安が多い｡

③：臭気を客観的に認知することが難しい｡

(ガス測定・官能検査) ④：口臭に対する専

門的知識が豊富｡ ドクターショッピングを繰

り返し､ いろいろな取り組みを経験している｡

⑤：悩み＝精神的問題を抱えている｡ ＝話が

長い｡ ⑥：周囲を過剰に気にする・神経質・

熊本

病的口臭の患者は意外と少ない

―学術講演会―
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①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのような
ものですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色
を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

一一 般般 会会 員員
小林 聡
(コバヤシ サトシ)

山鹿市鹿北町
四丁1632-1

小林歯科医院

①新規指導です｡
②痛くない診療です｡
③特にありません｡
④地域に密着していきたいです｡

―第10回城南五郡市歯科医師会連絡協議会―

������������
出身の学生の確保が急務である｡ 総選挙後の
対応は今のところ現状維持で地元の議員との
関係は温存する方向であるが柔軟な対応が求
められる｡ 訪問診療は歯科医師会未入会者の
活動が問題となりつつある｡ その際11月27日
に入ったばかりの (レセプトオンライン請求
に関する省令改正) の概要に関する情報並び
に社保の情報が提示され実にタイムリーであっ
た｡
以上白熱した協議が行われたが､ 決定事項
は城南五郡市歯科医師会連絡協議会開催は２
年おき､ 但し親睦会又は､ 合同学術講演会の
来年度開催は今後の協議となった｡ その後､
来賓紹介で県歯会渡辺専務理事 宮坂常務理
事より挨拶と県歯会の報告が行われた｡
最後に久保球磨郡歯会常務理事より閉会の
辞､ その後懇親会に移った｡ (高野 秀司)

11月28日 (土) 午後３時
30分～６時まで人吉市鍋屋
本館にて球磨郡歯会主催に
より､ 第10回城南五郡市歯
科医師会連絡協議会が開催
された｡

球磨郡歯会梁副会長の開会の辞に始まり､
城南五郡市歯科医師会会長挨拶､ 座長選出と
進み､ 秋山喬球磨郡歯会会長が座長に選出さ
れた｡ その際五郡市 (略称) の球磨郡主催の
開催は２回目であり､ 丁度五郡市発足から10
年の節目であるが､ 今後の開催予定年度を含
め協議したいとの趣旨の発言があった｡
次に協議に移った｡ 議題について記す｡
八代 ①入会金 ②五郡市隔年開催 ③合
同学術講演会
水俣・芦北郡市 ①各郡市においての未入
会対策 ②地域歯科保健推進実施状況
天草郡市 訪問診療口腔ケアに対する取り
組み
人吉市 総選挙後の各郡市の対応､ 地元の
国会議員との関係
球磨郡 衛生士不足
(重複した議題は省略)
なお､ 入会金の値下げの件はすでに引き下
げた郡市もあるが､ 全体的に現状維持である｡
未入会対策は各郡市努力中であるが難航して
いる｡ 衛生士不足は歯科業界不況の折､ 地元

球磨

活発な協議が行われた
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渡辺専務理事他11役員 

澤田事務局長 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事、
八木理事 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事、片
山・前田・勇・牛島・八木理事、松本委員長 

浦田会長 

浦田会長他全役員 

澤田事務局長 

浦田会長 

西野常務理事、竹下理事他2委員 

中嶋副会長 

八木理事、永田委員長他全委員 

浦田会長 

前野副会長、片山理事他2委員 

小島副会長、渡辺専務理事、西野常務
理事、牛島・前田・勇・大林理事 

浦田会長 

渡辺専務理事、宮坂常務理事 

小島副会長、渡辺専務理事、西野常務
理事、竹下・加藤・八木理事 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、松岡・
田上理事他2委員、隈井・山口会員 

浦田会長 

事業企画サミット 

ねんりんピック2011熊本実行委員会第2回常任委員会（県庁） 

タウンミーティング（熊本市） 

新入会員研修会 

故片山豊二会員（菊池郡市）告別式弔辞奉呈（合志市） 

第9回理事会 （1）新入会員の承認（2）平成21年度第2回各郡市歯科医師会会長・専務理事会議の
運営（3）平成22年1～3月の行事予定　ほか 

都道府県事務長事務連絡会（日歯会館） 

第7回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（日歯会館） 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会 
（1）アンケート用紙キャラクター・ご意見箱　（2）ポスター作成（3事案）　（3）修了証　ほか 

第8回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 

総務委員会 （1）ガイドブックの改訂 

第697回支払基金幹事会（支払基金） 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会　医療対策書作成 

各委員会事業計画・概算要求協議（学術、社会保険、学校歯科） 

熊大附属病院歯科口腔外科創立50周年記念式典・講演・祝賀会（ホテルキャッスル） 

城南五郡市連絡協議会（人吉市・鍋屋本館） 

各委員会事業計画・概算要求協議（厚生・管理、広報、総務） 

第2回8020支援事業ワーキング部会（日歯会館） 

第10回日歯理事会（日歯会館） 

20日 

21日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

30日 

11月19日 

総務 

出席 摘要 日付 所管 

会 務 報 告 自　平成21年11月19日 至　平成21年12月17日 

12月 

水 

木 

土 

火 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水･祝 

木 

土 

日 

月 

火 

13：00

13：30

14：30

16：00

18：30

15：00

20：00

18：30

13：00

19：30

14：00

10：00

10：00

19：30

19：00

15：00

10：00

13：00

19：30

15：00

18：00

18：40

15：30

17：00

13：00

17：00

19：00

16：30

13：00

13：30

19：00

12月2日 

12月3日 

12月5日 

12月8日 

12月11日 

12月12日 

12月13日 

12月14日 

12月15日 

12月16日 

12月17日 

12月18日 

12月19日 

12月21日 

12月22日 

12月23日 

12月24日 

12月26日 

12月27日 

12月28日 

12月1日 

第8回日歯対外PR小委員会 

第8回日歯ホームページ企画小委員会 

第8回日歯対内広報小委員会 

第2回日歯広報委員会 

歯科医療に関する県議との懇談会 

各郡市会長・専務理事会議 

新樹会との懇談会 

組合地区国保運営協議会役員研修会 

県学校保健会養護教諭研修会 

タウンミーティング（水俣・芦北郡市） 

国際保健医療交流センター臨時理事会・臨時評議員会 

歯科医療安全管理特別事業講演会 

熊本県歯科医師会有料研修会 

第2回学院運営審議会 

第18回常務理事会 

第8回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会 

日歯役員勉強会 

第11回日歯理事会 

タウンミーティング（人吉市・球磨郡） 

介護者歯科実技研修会 

タウンミーティング（上益城郡） 

支払基金審査委員懇談会 

第698回支払基金幹事会 

第12回理事会 

社会保険・医療対策・学術合同研修会 

TKU広報番組「医療あれこれ」収録 

鹿児島大学歯学部同窓会県支部忘年会 

野田毅自民党税調会長との懇談 

事務局仕事納め式 

福嶋健一郎衆議員挨拶のため来館 

第17回常務理事会 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
ニュースカイホテル 
県医師会館 
崇城大学市民ホール 
津奈木文化センター 
熊本保健科学大学 
県歯会館 
学院校舎 
県歯会館 
県歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
アンジェリーク平安 
県歯会館 
熊本市 
ニューオータニ熊本 
支払基金 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
熊本市 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 

県歯会館 
曜日 時間 日付 行事内容 場所 
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出　　　　席 摘　　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

浦田会長他常務理事以上全役員、 
八木理事 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

小島副会長、渡辺専務理事、西野常務
理事、片山・松岡・田上理事 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事、
田上・松岡理事 

前野副会長、西野常務理事、片山・竹
下理事他全委員 

松岡理事、菊池郡市会員 

前野副会長、犬束警察歯科医理事 

澤田事務局長、村上係長、宮�書記 

浦田会長、小嶋副会長、渡辺専務理事、
西野常務理事、八木理事 

第17回常務理事会（日歯会館） 
（1）平成22年度年間行事予定　（2）平成22年度九州各県厚生担当者会の開催日 
（3）熊本県保険医協会との懇談会　ほか 

第8回日歯対外PR小委員会（日歯会館） 

第8回日歯ホームページ企画小委員会（日歯会館） 

第8回日歯対外広報小委員会（日歯会館） 

第2回日歯広報委員会（日歯会館） 

各委員会事業計画・概算要求協議（医療対策、センター・介護、地域保健） 

歯科医療に関する懇談会 
（1）県議会議員（7名）との懇談会 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会 
（1）医療安全管理対策書　（2）ポスター　（3）修了証　ほか 

8020支援事業・医療連携講演会（菊池郡市）（菊池郡市医師会館） 

日歯警察歯科医身元確認研修会（日歯会館） 

九州各県事務職員研修会（至6日）（佐賀県歯会館） 

各郡市会長・専務理事会議 

2日 

12月1日 

3日 

5日 

総務 

前野副会長他1委員 

竹下理事 

八木理事、永田委員長他全委員 

西野常務理事 

中嶋副会長 

前野副会長、片山理事他2委員 

浦田会長 

浦田会長、前田・八木理事 

遠山・片山監事 

浦田会長 

勇理事 

浦田会長、前野副会長、渡辺専務理事、
片山・竹下理事他6委員 

渡辺専務理事、西野・伊藤常務理事 

浦田会長他常務理事以上全役員、 
八木理事 

前野副会長 

浦田会長 

澤田事務局長 

浦田会長 

浦田会長 

渡辺専務理事 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会 
（1）歯科医療安全管理体制推進特別事業講演会のスケジュール等　（2）パワーポイント作成 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会　ポスター等打合せ 

総務委員会　（1）県歯ガイドブック 

職員期末賞与支給式 

県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会保健福祉専門分科会保健福祉推進部会（県庁） 

歯科医療安全管理体制推進特別事業小委員会　医療安全管理冊子作成 

県学校保健会養護教諭研修会（崇城大学市民ホール） 

タウンミーティング（水俣・芦北郡市）（津奈木文化センター） 

月次監査 

国際保健医療交流センター臨時理事会・臨時評議員会（熊本保健科学大学） 

九州歯科大学熊本県同窓会忘年会（熊本市） 

歯科医療安全管理特別事業講演会　受講者：238名 
「医療安全管理体制・医療事故予防」 

新規職員採用試験 

第18回常務理事会 
（1）各郡市会長・事務理事会議の競技結果の通知（2）平成22年度各委員会の事業計画並びに予算
（3）平成21年度通常代議員会の次第・報告・議事・協議（案） 

セクシュアル・ハラスメントの防止に関する調停委員研修会（熊本地方裁判所） 

第8回日歯広報正副委員長及び小委員長打合せ会（日歯会館） 

県体育協会第2回財務特別委員会（ホテル日航） 

日歯役員勉強会（日歯会館） 

第11回日歯理事会（日歯会館） 

新樹会望年会（ニュースカイホテル） 

7日 

9日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

17日 

牛島理事 

牛島理事他1委員 

浦田会長、牛島理事、添島委員長 
　　　　　　　　　　　　　他2委員 

田中委員長、渡辺・中村委員 

中嶋副会長、勇理事、田中委員長 
　　　　　　　　　　　　　他7委員 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員長、
清水副委員長 

金本・橋本委員 

中嶋副会長、勇理事 

反後副委員長 

金本委員 

牛島理事、添島委員長他4委員 

第3回県医療・保健・福祉連携学会第5回企画実行委員会 

有料研修会事前打合せ（学院校舎） 

熊本県歯科医師会有料研修会 
受講者：33名（学院校舎） 

保険個別指導（KKRホテル） 

社会保険委員会 
（1）会員向け発行物　（2）個別指導立会い　（3）個別相談会　ほか 

近県歯科医師会社会保険担当者会議（山口県歯会館） 

社会保険個別相談会 

支払基金職員研修会（支払基金） 

保険個別指導（KKRホテル） 

社会保険個別相談会　相談者：1名 

学術委員会 （1）2/28宮本教授講演会　（2）3/28会員発表　（3）CTに関するアンケート 

30日 

12月12日 

13日 

11月26日 

28日 

30日 

12月3日 

4日 

11月20日 

社会保険 

学術 
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田中委員長他5委員 

田中委員長他2委員 

牛島理事、田中・冨屋委員長他4委員 

勇理事 

清水副委員長・宇治・金本委員 

水俣・芦北郡市会員 

宮坂常務理事、田上理事、川瀬委員長    
                                          他5委員 

宮坂常務理事、田上・加藤理事、川瀬
委員長、小田副委員長他 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、田上・
八木理事 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、田上・
八木理事 

竹下理事、池嶋委員長 

浦田会長、竹下理事他全委員 

小島副会長、竹下理事 

竹下理事、池嶋委員長他全委員 

加藤理事、立本委員長他1委員 

加藤理事、立本委員長他1委員 

加藤理事 

加藤理事、立本委員長他1委員 

加藤理事、立本委員長他全委員 

西野常務理事 

宮坂常務理事 

大林理事、岩本委員長他全委員 

大林理事、岩本委員長他１委員 

大林理事他2委員 

渡辺専務理事 

中嶋副会長、大林理事、岩本委員長 
　　　　　　　　　　　　　他全委員 

西野常務理事 

社会保険個別相談会　相談者：2名 

社会保険小委員会　（1）社保・医療対策・学術合同研修会 

社会保険・医療対策・学術合同委員会　（1）合同研修会内容・役割分担 

九州歯科大学熊本県同窓会学術講演会 

保険個別指導（熊本テルサ） 

笑顔ヘルＣキャンペーン無料歯科相談〔水俣・芦北郡市〕（水俣市・もやい館） 

地域保健委員会 
（1）プロジェクトＰ基本構想　（2）これからの地域保健の在り方 

笑顔ヘルＣキャンペーン反省会 

サンスターとの打合せ 
（1）歯の健康ランド実施報告 

県健康づくり推進課との打合せ 

厚生・管理講演会試写　厚生・管理講演会試写 

厚生・管理講演会　受講者：111名 

県三師会剣道大会（熊本公徳会武道場） 

厚生・管理委員会 （1）医院活性化と高齢者及障がい者への対応講演会報告  
（2）国税局管内税務指導者協議会報告 （3）医療安全管理体制推進特別事業 ほか 

広報小委員会　（1）会報12月号第1回校正 

広報小委員会　（1）会報12月号第2回校正 

各郡市会長・専務理事会議取材 

広報小委員会　（1）新聞の編集 

広報委員会　（1）会報1月号・編集 

県PTA災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

県健康教育推進学校表彰審査会（県庁） 

学校歯科委員会（1）ホームページ（2）マウスガードポスター（3）学校歯科研修会の反省 ほか 

学校歯科小委員会　学校歯科ホームページ 

学校歯科小委員会　マウスガードポスター作製 

第9回日学歯理事会（日歯会館） 

学校歯科委員会　学校保健会合同研修会シンポジウムテーマ（熊本市） 

県PTA災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

5日 

12日 

17日 

11月22日 

27日 

12月4日 

14日 

15日 

11月25日 

29日 

12月6日 

16日 

11月25日 

12月2日 

5日 

9日 

14日 

11月19日 

20日 

12月2日 

7日 

16日 

17日 

地域保健 

社会保険 

厚生・管理 

広報 

学校歯科 

片山理事、冨屋委員長 

片山理事、冨屋委員長 

前野副会長、片山理事他1委員 

前野副会長、片山理事他2委員 

松岡理事 

松岡理事 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長
他全委員 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長
他全委員 

浦田会長、伊藤学院長他2役員 

伊藤学院長他2役員 

大塚専任教員 

岩切教務主任 

浦田会長、伊藤学院長他8委員 

浦田理事長他全役員 

田代係長、吉川書記 

浦田理事長他全理事 

冨屋委員長他1委員 

医療対策小委員会　（1）医療苦情事例　（2）当該歯科医師通知書処理 

医療対策小委員会 
（1）当該歯科に対する通知書作成　（2）2月の講演会打合せ　（3）12月23日講演会打合せ 

歯科医師安全管理体制推進特別事業小委員会　医療対策書作成 

歯科医師安全管理体制推進特別事業小委員会　医療対策書作成 

県介護実習・普及センター運営委員会並びに介護機器普及事業運営協議会（県総合福祉センター） 

口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） 

センター・介護委員会 
（1）介護者歯科実技研修会　（2）8020ガイドブック 

介護者歯科実技研修会事前打合せ 

中島学園との懇談会（KKRホテル） 

学院役職員会（学院校舎） 

全衛協歯科衛生士専任教員秋期学術研修会（東京） 

全衛協歯科衛生士専任教員講習会（東京） 

第2回学院運営審議会 
（1）平成21年度臨床実習依託費（案）（2）学院階段滑り止め取替工事（3）学院広告費　ほか 

第6回国保理事会 
（1）保険給付規定の一部改正（案）（2）システムの変更（3）平成21年度健康診断の受診者数　ほか 

全協九州支部事務研修会（宮崎県歯会館） 

組合地区国保運営協議会役員研修会（県医師会館） 

医療対策小委員会 
（1）社保との合同講演会　インプラント事例の分析・検討（2）医療訴訟への対応案 

12月1日 

9日 

12日 

17日 

11月27日 

12月1日 

8日 

12日 

11月27日 

12月２日 

4日 

5日 

14日 

11月30日 

12月3日 

8日 

11月25日 

センター・
介護 

学院 

国保組合 

医療対策 

H.22.1
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平成21年度通常代議員会・通常総会の予告 

通常代議員会 日時：平成22年３月20日（土）　午後２時～ 
会場：熊本県歯科医師会館　４階ホール 

下記の通り平成21年度通常代議員会・通常総会を開催いたしますのでお知らせします。 

[ 議事 ] 

第１号議案　平成21年度特別会計熊本県歯科医師会8020推進事業会計収入支出予算（案）の承認　　

　　　　を求める件　 

第２号議案　平成21年度特別会計熊本県歯科医師会歯科医療安全管理体制推進特別事業会計収入支 

　　　　　　出予算（案）の承認を求める件 

第３号議案　平成21年度特別会計熊本県歯科医師会介護者歯科実技研修事業会計収入支出予算（案）

　　　　　　の承認を求める件  

第４号議案　平成21年度一般会計熊本県歯科医師会会計補正予算（案）の承認を求める件 

第５号議案　平成22年度社団法人熊本県歯科医師会事業計画（案）の承認を求める件 

第６号議案　平成22年度会費及び負担金の賦課額、賦課率並びにその徴収方法（案）の承認を求める件 

第７号議案　平成22年度一般会計熊本県歯科医師会会計収入支出予算（案）の承認を求める件 

第８号議案　平成22年度特別会計収入支出予算（案）の承認を求める件 

[ 協議 ] 

１．熊本県歯科医師会選挙規則の見直しについて 

２．時局対策について 

３．その他 

 

通常総会 日時：平成22年３月20日（土）　午後５時～（代議員会終了後） 
会場：熊本県歯科医師会館　４階ホール 

[ 議事 ] 

第１号議案　平成21年度特別会計収入支出予算（案）の承認を求める件 

第２号議案　平成22年度一般会計熊本県歯科医師会会計補正予算（案）の承認を求める件 

第３号議案　平成22年度社団法人熊本県歯科医師会事業計画（案）の承認を求める件 

第４号議案　平成22年度会費及び負担金の賦課額、賦課率並びにその徴収方法（案）の承認を求める件 

第５号議案　平成22年度一般会計熊本県歯科医師会会計収入支出予算（案）の承認を求める件 

第６号議案　平成22年度特別会計収入支出予算（案）の承認を求める件 

[ 協議 ] 

１．熊本県歯科医師会選挙規則の見直しについて 

２．時局対策について 

３．その他 

※代議員会は公開となっています。傍聴を希望される場合は、 
会議場後方に席を用意してありますので、ご来場下さい。 

記 
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2日�（火）� 

6日�（土）� 

11日�（木）� 

13日�（土）� 

14日�（日）� 

16日�（火）� 

23日�（火）� 

28日�（火）� 

第�21回常務理事会 

学校歯科保健推進大会 

医療対策講演会 

九地連協議会 

厚生・管理講演会 

第�22回常務理事会 

第�12回理事会 

GC友の会共催学術講演会 

発行日／2010年1月15日発行 
発行人／浦田　健二 
発行所／社団法人　熊本県歯科医師会 
　　　　〒860-0863 熊本市坪井2丁目4-15 
　　　　TEL　096ー�343ー�8020 
　　　　FAX　�096ー�343ー�0623 
　　　　URL http://www.kuma8020.com 
印刷所／コロニー印刷 

　昨年末に発行した歯っぴー新聞�

いかがでしたでしょうか？地域の�

患者さんに我々歯科医師会会員が�

行っていることを知って頂ける良�

い企画だと思います。今年も二度�

発行予定です。出口の見えない経�

済不況、世の中何かと暗いニュー�

スばかりですが、こういう時こそ�

明るい笑顔で振舞って福を呼び寄�

せましょう。今年一年皆様がはっ�

ぴーでありますように。 

（A.S） 
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